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意識と意図に関連する研究は様々な分野で急速に進みつつあります． 
何が意識のあるものとないものを分けるのか，どんな行為が意図的と
見做されるのか，などについての最近の研究は，倫理や自由意志につ
いての従来からの問題を深めるとともに，人工知能の発達とともに実際
的な問題（自動運転や自律思考型兵器）に重要な役割を果たします． 
実験哲学と実験経済学の研究者に心理学や神経科学の研究者を加え
て組織される本会議は，各分野での研究状況を知るとともに今後の研
究を協力して進めるための機会として絶好のものです． 
分野や所属によらず，関心のある研究者，院生，学生，社会人の参加
を期待します． 
当日参加も可能ですが，以下の会議のWeb siteから登録いただけると
助かります． 
 
本会議には，（12月7日から16日まで京都産業大学で実施される）さくら
サイエンスプランの海外からの参加者（若手研究者，院生，学生）も参
加します． 
国際交流の機会でもあるので，興味のある本学の学生院生諸君は参
加してください（詳細は上記WebSiteを確認してください.） 
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※この活動は、国立研究開発法人科学技術振興機構の平成27年度日本・アジア青少年サイエンス交流事業
（さくらサイエンスプラン） の支援を受けて実施しています. 
 


